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会社概要

会社概要

２００７年

設立

生産拠点

連結従業員数グループ子会社

時価総額

資本金

１１４.８５億円 １５社

２０２５年３月末時点

製紙関連工場 ８拠点 リサイクル工場１３拠点

１,８６３名

売上高

９４８億円 ５６３.５億円

２０２５年３月期実績 ２０２５年8月22日時点

２０２５年３月末時点 ２０２５年３月末時点

特別な原料 (＝タネ )を使用することで

当社独自の特殊な紙を製造したいという想いより

特 「種」の由来

特種東海製紙
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特種東海製紙の成り立ち

会社概要

２つの製紙会社が２００７年に経営統合 来期で２０期目を迎えます

特種製紙特種製紙 創立

井川山林２４,４３０ｈａを取得

白光製紙を吸収合併

真砂製紙を吸収合併

(創業時の名称：東海紙料)

東海パルプ 創立

1895 1907

1926 1964

2002

1978

廃棄物燃料製造会社を設立
リサイクル事業をスタート

２００７年

特種東海ＨＤ 設立

２０１０年

特種東海製紙

両社の頭文字と

2人の創業者の想い

技術(Technology)

信頼(Trust)

が込められています。

経営統合

合 併 ・ 社 名 変更

佐伯勝太郎

大倉喜八郎

2020

環境関連を
セグメント化
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経営理念

会社概要

経営理念

目指すべき

企業像

ユニークで存在感のある企業集団として、

社会と環境に貢献する

技術と信頼で 顧客と共に未来をひらく

オンリーワンビジネス企業

創業の精神を受け継ぎ、社会のニーズに応えながら成長を続けています
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セグメント別売上高構成

事業紹介

製紙セグメント

製紙３セグメント＋環境１セグメントで構成されています

２０２５年３月期

連結売上高

環境セグメント

産業素材

特殊素材

生活商品

環境関連

リサイクルと山林関連

２つの事業で構成されます

(連結調整を除く)

８４９億円 168億円８３％ 17％
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製紙セグメント ①｜産業素材

事業紹介

東海パルプ時代から続く広大な工場で産業界を支える包装材を製造

概 要

主 な 事 業

連 結 売 上 高 に占 める割 合

⚫ 段ボール原紙・クラフト紙の
製造販売

⚫ 水力発電による売電

４４％

２０２５年３月期

実 績

４48億 円

主な製品・サービス

段ボール原紙・クラフト紙 水力発電

発電した電力はＦＩＴ制度 (再生エネルギー

固定価格買取制度 )を利用し全量売電。

約１６,０００世帯分の年間使用電力量に相当。

飲料や工業製品を輸送する際の段ボール、

および米袋などの包装に使用。日本製紙株

式会社と協業する販売会社を通じて外部へ

販売。損益は持分法投資損益により経常利

益で認識。
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製紙セグメント ②｜特殊素材

事業紹介

受け継がれてきた技術を強みにニッチ市場でシェアを獲得

⚫ 小ロット多品種を特徴とする
特殊紙の製造販売

21％

２０２５年３月期

実 績

215億 円

特殊機能紙

通 帳 用 紙 や 偽造 防止 技術を 駆使 し た 商品 券

用 紙 、 食 品 包 材な どに用 いら れ るク リ ーン 度

の 高 い 工 業 用紙 など 、あ ら ゆるニ ー ズに応 え

る 幅 広 い 機 能性 を提 供。

圧着ハガキ用紙 医用包材

偽造防止用紙 耐油紙

12

概 要 主な製品・サービス

主 な 事 業

連 結 売 上 高 に占 める割 合

特殊印刷用紙

一 般 的 な 印 刷用 紙で はなく 、 単行 本の 装丁や

高 級 パ ッ ケ ージ などに 用いら れ るフ ァ ン シ ー

ペ ー パ ー や写 真集 やパン フ レ ッ ト に 用い ら れる

高 級 印 刷 用 紙を 数千 種に渡 っ てラ イ ン ナ ッ プ。

エアラス

Mr.B

TANT

レザック



製紙セグメント ③｜生活商品

事業紹介

古紙を活用した業務用品を主力に高い品質の生活必需品を提供

18％

２０２５年３月期

実 績

1８６億 円

ラミネート加工

⚫ 衛生用紙、ラミネート加工品
の製造販売

機 能 性 と 美 粧性 を兼ね 備え 、

コ ン ビ ニ の 弁 当 箱 やテ ーマ

パ ー ク の お 土 産品 などで 採用。

ペーパータオル

肌 ざ わ り が よ く 吸水 性にも

優 れ 、 商 業 施 設や飲 食店 な

ど 様 々 な 場 面に 対応。

トイレットペーパー

ふ る さ と 納税 の人 気お 礼品

ラ ン キ ン グ １ 位 ※ に も 選出 さ

れ た 高 い 品 質。

※さとふる〈中部版〉２０２４年上半期
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概 要 主な製品・サービス

主 な 事 業

連 結 売 上 高 に占 める割 合



環境セグメント

事業紹介

経営資源を活かせる製紙以外の事業領域として２０２１年３月期よりセグメント化

環 境 関 連 セ グ メ ン ト は ２ つ の 事 業 で 構 成

連 結 売 上 高 に占 める割 合

17％

２０２５年３月期

実 績

1６８億円

リサイクル

山林関連

リ サ イ ク ル 工 場 連結売上高に占める割合

※いずれも2020年3月期（セグメント化前）と２０２５年３月期の比較

+７拠点※ +9％※

製紙に次ぐコア事業として注力

事 業 規 模 は 着 実 に 拡 大

⚫ 廃棄物の収集運搬・中間処理

⚫ 廃プラ・家電などの再資源化

⚫ 廃棄物燃料の製造

⚫ 山林管理・土木建築

⚫ 山小屋の運営・ウイスキー製造
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事業紹介

環境セグメント｜リサイクル

製紙とリサイクルはもともと関わりが深い事業領域

15

製紙とリサイクルに関わり

※経済産業省「生産動態統計」
約67％※

古紙利用率 日本の古紙利用率・回収率は

世界でもトップクラス

廃棄物・バイオマス燃料活用の仕組み
２００２年：廃棄物燃料製造会社を設立

２００６年：業界に先駆けバイオマスボイラを導入

特種東海製紙グループの取組み

約76％

古紙利用率

廃棄物・バイオマス

燃 料 の 使 用 比率 80％



事業紹介

環境セグメント｜リサイクル

大量生産

大量消費

資源を繰り返し使う

循環型社会へ

⚫ 素材・原材料の需要増大に対して将来的には資源は枯渇

⚫ 廃棄物の移動を制限する条約など環境制約・リスクも

これからの社会ではリサイクル＝社会インフラ

循環経済関連の国内市場は

今後拡大していく見通し

上 場 会社がリ サイ ク ラーである信頼感

リサイクルを製紙３事業に次ぐ第４の柱へ

製 紙 業 で 取 り 組ん できた リ サ イ ク ルの 仕組 みが応 用可 能

16

収集運搬 再資源化廃棄物燃料 中間処理

（市場予想は日本政府試算）

2050年 １２０兆円

2030年 ８０兆円

2020年 ５０兆円

主 な 事業



井川社有林の基本理念

自然を守り、自然を活かす

⚫ ＪＲ山手線で囲まれる面積の約４倍に相当する２４,４３０ｈａ

⚫ 民間が保有する一団地としては日本最大

⚫ １９８０年代に木材生産から撤退、以降は自然度を高める森林保全を実施
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事業紹介

環境セグメント｜山林関連



事業紹介

環境セグメント｜山林関連

自然資本の保護と活用を軸とした事業活動を展開
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主 な 事 業

建築土木／農林緑化

井川山林の林業・土木技術を活かし河川改

修工事、国道橋梁工事、公共事業の造成や

植栽など幅広い事業を展開。

ウイスキーの製造

グループ子会社である十山が営む井川蒸溜所で

２０２０年より製造を開始。レギュラーモデル

の１２年物完成までのプロセスを表現する

デッサンシリーズを２０２４年より限定発売。



事業紹介

特種東海製紙の強み

低炭素操業

デジタル社会でも需要が

堅調な製品群により

安定した業績推移

製造業であり
リサイクラーでもある

業績における
ボラティリティの低さ

製紙を起点とする

独自のポジショニング

カーボンニュートラル社会で

存在感を発揮
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事業紹介

強み ①｜業績ボラティリティの低さ

特殊素材

産業素材

生活商品

出版系や通帳などの情報用紙の需要縮小

段ボール原紙などの包装材や生活必需品、

ペーパータオルなど衛生用品への影響は軽微

情報メディアは

紙からデジタルへ
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需要が堅調な製品群に支えられ業績は比較的安定して推移

産 業 素 材 特 殊 素 材

（百万円）

セ グ メ ン ト 利 益 の 推 移

生 活 商 品
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事業紹介

強み ②｜製造業でもありリサイクラーでもある

廃棄物の熱利用における一貫したリサイクル体制

＋外部からの廃棄物収集ルート

古紙回収

段ボール原紙
などの販売

排出事業者
消費者

廃棄物収集ＲＰＦ製造紙の製造

一般的な製紙のリサイクル 特種東海製紙グループの一貫体制

＋廃棄物燃料の製造機能製紙のリサイクル

製造とリサイクラー双方のニーズを把握・共有

効率的なリサイクル事業が可能に
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事業紹介

強み ③｜低炭素操業

少 な い Ｃ Ｏ ₂排 出 量 で の 工 場 操 業 を 実 現

排出量取引制度※２における該当グループ工場は０拠点

※１ 特種東海製紙グループの製紙４社における生産活動に伴う化石エネルギー起源ＣＯ₂ ※２ 現時点。制度は２０２６年４月開始予定

0

0.2

0.4

0.6

0.8

2020年 2021年 2022年 2023年

ＣＯ₂排出原単位※ 1

特種東海製紙 製紙業界平均（t-CO₂／生産t）

エネルギー転換により製紙工場で使用する燃料のおよそ８０％を廃棄物・バイオマスで操業
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バイオマスボイラ導入
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前提となる課題認識

中長期成長戦略

ＰＢＲ１倍割れが継続 根本的な改善には資本収益力の向上が必須

製紙平均 V S 当社

P E R ・E P Sの比較

0

0.5

1

1.5

2

2.5

0 5 10 15 20 25 30

電気・ガス業

銀行業

金属製品

卸売業

不動産業
サービス業

情報通信業

電気機器

繊維製品

医薬品

紙パルプ

x=ＰER y=PBRPER中央値13.9倍( 倍 )

( 倍 )

0.85
0.81

0.84
0.89

0.54
0.48

0.62

0.513.3

6.2

5.3

7.8

7.2

5.7
6.2

5.8

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3

推計株主資本コスト

（PBR倍） （ROE％）

⚫ P B R 1 倍 割 れ が 継 続

⚫ R O E は 推 計 株 主 資 本 コ ス ト 約 ９．０％を ３ ～ ４ ％ 下 回 っ て 推 移

⚫ 当 社 を 含 む 紙 パ ル プ 業 界 平 均 R O E が ５ ～ ６ ％ 程 度

当社PBR 当社ROE

ＰＢＲ・ＲＯＥの推移 業界別バリエーション

※ ２０２４年１０月末時点の当社試算

⚫ 当 社 P E R （ 9.8倍） は 紙 パ ル プ セ ク タ の 平 均 値 ( 9.5倍) 並 み

⚫ 東 証 33業 種 の 中 央 値 ( １３．９倍) に 対 し セ ク タ 自 体 へ の 市 場

評 価 が 低 い 傾 向
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ユニークなビジネスモデルで、

持続可能な社会の実現に貢献し成長を図る

将来に向けた成長ストーリー

中長期成長戦略

25

特種東海製紙

動脈と静脈
両 方 に 強 み を 持 つ



成長ストーリーのイメージ

中長期成長戦略

収益基盤

⚫ ＲＰＦ製造

⚫ 中間処理

⚫ バイオマスボイラ

⚫ 製紙・燃料チップ製造

⚫ 再生砕石

⚫ ガラスリサイクル

⚫ 家電リサイクル

⚫ 都市鉱山事業の拡大

⚫ 廃プラスチックの
マテリアルリサイクル

⚫ 最終処分場

⚫ 焼却灰の資源化

⚫ 脱炭素貢献事業

コア

コア周辺

拡大領域

⚫ サーマルリサイクルの海外展開

キ ャ ッ シ ュ を
成 長 投 資 へ

品 質 管 理

分 析 技 術

設備の運営管理

アップサイクルに
応用可能なノウハウ

循 環 型 社 会 に 向 け
リ サ イ ク ル 品 へ の

ニ ー ズ が 変 化
使える と ころ に 使 う 積極的に 使う

より付加価値を与えて再生

アップサイクル

“技術と品質“でリサイクル領域を拡大
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長期計画の見直し

中長期成長戦略

成長ストーリーを前提に中長期経営計画を見直し・策定中

「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について (２０２５年２月 )」で

２０２６年５月公表予定の中長期ビジョンのアウトラインを開示

長期目標の修正

修正前 長 期 でＲ ＯＥ ８ ％

２０３０年 度 にＲＯＥ８．０％

２０３４年 度 にＲＯＥ９．０％以 上

⚫ 収 益 性 の 指 標で ある株 主資 本コ ス ト と

Ｐ Ｂ Ｒ 改 善 へ の 道 筋 を 踏 まえ て上 方修正

今後１０年間におけるキャピタルアロケーションの方向性

営 業 CF

1,500

原 資 配 分

成 長 投 資

700～

株 主 還 元

400

設 備 の 高 度 化

400

（単位：億円）

⚫ 一 時 的 に レ バ レ ッ ジ を か け て も 成 長投 資を 積 極化

⚫ 営 業 Ｃ Ｆ を １ ０ 年 間 計１,５００億 円 まで成長 させ る想定

⚫ 利 益 成 長 に よ る 成 果は 配当 ・ 自己 株式 取得等 で 株 主の皆 様へ 還元

59.1%

51.5%

60.4%

25/3 31/3 35/3

自 己 資 本 比 率 の 想 定

修正後
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中長期成長戦略

第６中期経営計画の進捗｜リサイクル事業の強化

東 京 － 静 岡 － 愛 知 県 の 廃 棄 物 収 集 ラ イ ン を 構 築

⚫ 新 た に リ サ イ ク ル 関 連 の 企 業 ２ 社 が グ ル ー プ 化

⚫ こ れ に よ り静岡中心だった収集地域を愛知－東京へ拡大

貴 藤

駿 河 サ ー ビ ス 工 業

レ ッ ク ス
ト ー エ イ

従来の収集エリア 拡大したエリア 青字：グループ化した２社

廃 棄 物 燃 料 増 産 に 向 け た 体 制 強 化

⚫ 廃 棄 物 燃 料 製 造 工 場 を 移 転

⚫ フ ル 稼 働 時 で現体制の約+ 2 0 %生産量増加

生 産 設 備 の イ メ ー ジ （ 画 像 は 長 泉 工 場 ）
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第６中期経営計画の進捗｜ポートフォリオマネジメント

中長期成長戦略

29

事 業 ポ ー ト フ ォ リ オ の 見 直 し 状 況

利
益
貢
献

⚫段原紙・クラフト紙

⚫ファンシー、機能紙

⚫衛生用紙

⚫低採算な紙製品

⚫フィブリック 撤退

⚫パッケージ

⚫ウイスキー

⚫フィブリック

⚫パッケージ

⚫アラミドペーパー

⚫環境配慮型製品

⚫リサイクル事業

岐阜工場の閉鎖・解体、

特殊紙を三島工場へ集

約し生産効率化

重点分野への育成を図っ

たものの拡大が見込めず、

フィブリックは撤退を判断

トーエイ、貴藤をグループ

会社化、リサイクル事業

領域を拡大

ウイスキー事業は想定通り

期間損益黒字化へ

市場成長

基礎分野 重点分野

育成分野見極め分野



会社概要

事業紹介

中長期成長戦略

直近の業績動向

まとめ

01

02

03

04

05

目次



通期業績予想

直近の業績動向

（ 単 位 ： 百 万 円 ） 2025年3月期
2026年3月期

(予想 )
前 年 同 期 比

売 上 高 94,800 99,000 +4,200 +4.4%

営業利益 3,928 5,000 +1,072 +27.3%

経常利益 6,227 7,000 +773 +12.4%

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
3,607 4,900 +1,293 +35.8%

⚫ 特殊素材・生活商品における価格改定効果・

堅調な販売数量、および環境関連事業の伸長

などが見込まれることから増収増益の見通し

売上・営業利益 経常利益・当期純利益

⚫ 支払利息など営業外費用増加が想定され、

増益であるものの営業利益に比べ増加額は

限定的となる見込み
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第１四半期の業績

直近の業績動向

（ 単 位 ： 百 万 円 ）
2025年3月期

第１四半期
2026年3月期

第１四半期
前 年 同 期 比

売 上 高 22,702 24,284 +1,582 +7.0%

営業利益 1,049 1,325 +276 +26.3%

経常利益 1,971 1,985 +14 +0.7%

親会社株主に帰属する

四 半 期 純 利 益
1,408 1,370 ▲38 ▲2.7%

⚫ 価格改定効果、及び前年同期比でリサイクル

関連のグループ会社が１社増加したこと等に

より増収増益

売上・営業利益 経常利益・当期純利益

⚫ 第1四半期の経常利益としては売上とともに

19期中過去最高を更新。固定資産除却損の

計上等により四半期純利益は微減
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3000

3500
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4500
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ｎ ｈ ｎ ｈ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ

株価動向

直近の業績動向

（ 円 ）

近年の株価推移

※ 株価は月間・終値ベース

特種東海製紙株価

約1,798千株の売出しと同時に

1,500千株の自己株式取得を公表

2022年2月
１株→３株への分割を公表

202５年８月

2021年3月 2021年9月 2022年3月 2022年9月 2023年3月 2023年9月 2024年3月 2024年9月 2025年3月
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直近の業績動向

株主還元の動向・株式分割

70 
50 

75 75 
100 

120 
100 

120 120 131 

27%
32%

25%
28%

24%

30%
29%

31%
39% 31%

0

50

100

150

0%

10%

20%

30%

40%

’17/3期 ’18/3期 ’19/3期 ’20/3期 ’21/3期 ’22/3期 ’23/3期 '24/3期 ’25/3期 ’26/3期

（円）

配当基本方針 ｜ 配当性向３０％を目処とした安定配当

配当性向 1株あたり配当額

※ 配当額は分割前の株式数に準拠

自己株式取得

今後の還元策については中長期経営計画策定に併せ見直し中

株主還元の動向

１対３

分 割 比 率 分割基準日｜ ２０２５年０９月３０日(火)

効力発生日｜ ２０２５年１０月０１日(水)
株式分割

直近１０年間で約１２８億円

⚫ 資本効率を踏まえて機動的に実施

⚫ 取得した株式は発行済み株式総数

１０％程度を上限とし超過分は消却

⚫ 当社株式へ投資しやすい環境を整備し流動性向上へ

⚫ 株主優待は２０２５年９月末までに公表予定

34
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製造業でもありリサイクラーでもあるトクシュな企業です

最後に

まとめ

特種東海製紙グループにぜひご期待ください

ユニークなビジネスモデルで、

持続可能な社会の実現に貢献し成長を図る
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ご参考｜コーポレートサイトのご案内

まとめ

https://www.tt-paper.co.jp/ir/

https://www.tt-paper.co.jp/ir/ＩＲページ

※  本 資 料 に 掲載 してお ります 当社の 計画お よび施策 な ど は 発表日 時点に お いて把 握で き る情報 から 得ら れ た 当社 の経営 判断に 基づい てお ります 。

様 々 な リ ス ク お よび不 確定要 因によ り、実際の 業績と 異な る可 能性が ござい ます こ とを 予め ご承 知お き くださ い ます ようお 願い申し上 げます 。 37
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